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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
中勘助（明治 18 年〜昭和 40 年）の小説群の中でも、インド三部作註１と
呼ばれる作品群がある。これら作品名と初出は大正 10 年 5 月「提婆達多」
（新潮社）、大正 11 年 4 月「犬」（『思想』岩波書店）、昭和 4 年 10 月「菩















































に深い関心を寄せていた石川啄木（明治 19 年〜同 45 年）は、明治末期に印度
学者姉崎嘲風の影響下で印度学・仏教学用語を作品に取り込んでいったことを































岡市中勘助関係資料内のインド史書 No.062A015 Vincent A. Smith, The Early 
History of India Including Alexander ’s Campaigns ,3rd.Edition ,Oxford at 
the Clarendon Press ,1914、  No.067A008 Stanley Lane, Mediaeval India 









み 閲 覧 可 能 だ っ た 中 勘 助 蔵 書 ） Kalidasa, Hermann Camillo Kellner, 
Sakuntala  Drama in  sieben  Akten, Phillipp Reclam, 1890 を中が受容
する社会的背景を解説すると共に、代表的な日本語訳「シャクンタラ―姫」（辻
































１ 関口宗念「『提婆達多』における悪」『中勘助研究』（初出『聖和』3 号、昭和 36 年 11
月）に「インド三部作」の言葉が初出し、奥山和子『中勘助の思想』（私家版 昭和 42 年
頃）内にも「インド三部作」という言葉が登場する。この呼称は中勘助文学研究において
一般化した。  




調査は自筆原稿及び校正原稿、小説執筆のための参考図書を中心に行われ、平成 27 年 3

































































今後は、著作権保護期間の終了（2016 年 1 月 1 日）といった条件の変化も日程
に上っており、本論文の達成に引き続き、広く日本近代文学史全般における印
度学・仏教学受容という観点からの中勘助の位置づけへとさらに歩を進めるこ
とによって、論者が中勘助研究の進展に寄与すること、ひいては日本近代文学
研究の進展に寄与することも大いに期待できる。 
 
以上の審査結果を総合的に判断し、本審査委員会は、本論文が博士論文とし
ての水準に達していると評価し、博士（文学）の学位を授与するに値するとの
結論を得たことをご報告する。 
